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論
控重
下
開
償
金
の
交
に
就
て
渡
邊
申
下
開
使
全
の
出
本
に
就
て
詳
逃
す
る
の
で
な
く
、
た
ピ
幕
府
が
関
事
多
難
財
政
窮
乏
の
時
に
三
百
高
弟
と
い
ム
英
大
な
使
金
を
不
末
意
な
が
ら
禾
詰
し
、
何
時
こ
れ
を
支
抑
つ
た
か
に
就
て
（
共
財
源
に
就
て
ゞ
は
な
い
）
し
ら
べ
て
見
た
い
。
比
佼
金
が
極
め
て
不
保
班
な
要
求
で
あ
る
こ
と
は
首
時
既
に
内
外
に
非
難
が
高
か
つ
た
、
下
開
砲
基
の
砲
撃
に
よ
つ
て
報
告
を
う
け
た
米
佛
蘭
三
囲
の
う
ち
で
米
併
二
関
は
直
に
損
幕
以
上
の
復
讐
を
長
州
藩
に
な
し
た
ば
か
一
Ｄ
で
な
く
、
幕
府
か
ら
も
墳
等
の
賠
償
を
得
て
居
る
が
、
長
州
藩
が
命
も
下
開
砲
皇
を
以
て
海
阪
ヒ
批
し
て
居
る
と
い
ム
の
で
、
英
米
仲
蘭
の
四
閲
賄
盟
で
之
を
武
力
に
訴
去
る
こ
と
ゝ
な
う
、
元
治
元
年
九
月
の
下
開
砲
肇
は
多
大
の
損
幕
を
長
州
藩
に
典
へ
た
上
に
、
術
表
面
上
幕
府
が
日
本
の
主
宰
著
で
あ
る
庭
か
ら
戦
費
並
に
下
開
市
衛
を
焼
打
し
下
踊
彼
金
の
文
期
に
就
て
（
波
遊
破
）　
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一
轍
【　
　
　
　
　
下
開
債
金
の
女
弱
に
就
て
（
波
遂
職
）
主
な
か
っ
た
角
の
債
全
を
幕
府
に
要
求
し
、
幕
府
も
事
安
に
於
て
長
藩
を
抑
ゆ
る
力
が
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
債
金
阿
題
は
四
囲
と
長
藩
と
の
問
題
で
幕
府
の
醐
知
す
る
庭
で
な
い
と
は
言
は
れ
ず
、
澁
々
な
が
ら
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。四
囲
で
も
此
償
金
に
、
さ
ま
で
執
右
し
た
の
で
は
な
い
が
、
た
ゞ
之
を
以
て
幕
府
に
開
港
を
迫
る
屈
克
の
材
料
と
し
て
巧
に
之
を
利
用
し
た
、
さ
れ
ば
其
金
額
も
、
は
じ
め
英
囲
公
使
オ
／
コ
ツ
ク
と
米
園
舞
理
公
使
ガ
ノ
ユ
キ
ン
と
の
相
談
で
は
高
く
況
積
て
二
百
高
弟
で
あ
つ
た
の
を
佛
囲
公
使
ｒ
ノ
ン
ユ
の
議
で
三
百
高
弟
と
増
額
しくこ
た
。
公
使
等
の
意
見
で
は
金
額
が
少
な
け
れ
ば
早
く
皆
芳
し
得
る
か
ら
額
を
大
に
し
日
本
を
し
て
止
む
を
得
ず
他
の
港
を
早
く
潤
か
し
あ
よ
う
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
幕
府
こ
そ
よ
い
逃
惑
で
あ
る
。
併
し
幕
府
で
も
朝
廷
其
他
の
開
係
か
ら
兵
庫
大
坂
等
を
早
く
開
く
こ
と
ほ
到
底
六
ケ
し
い
か
ら
、
む
し
ス
償
金
を
と
い
去
わ
け
で
、
此
下
開
償
金
と
開
港
問
題
と
が
常
に
も
つ
れ
合
つ
て
最
後
ま
で
幕
府
を
苦
し
め
て
居
る
。
一　
　
　
　
　
　
　
】】
さ
て
、
此
下
開
償
金
の
支
抑
で
あ
る
が
、
元
治
元
年
九
月
二
十
二
日
妨
輛
市
原
市
十一時
に
調
印
せ
ら
れ
た
下
踊
取
極
書
第
二
篠
に
右
御
償
抑
方
の
儀
は
各
閉
目
代
よ
う
此
取
極
書
の
本
書
的
離
抑
嘘
媒
狂
貌
峰
て
並
各
囲
政
府
よ
う
の
命
令
を
受
け
大
君
政
府
に
報
告
す
る
日
附
よ
う
右
紹
高
を
六
割
に
し
て
則
五
十
苗
ド
／
夕
／
宛
四
季
に
従
附
月
齢
去
べ
し
と
な
ェ
．
幕
府
で
は
十
月
三
日
特
私
打
族
卦
躙
　
老
中
水
野
和
泉
守
阿
部
豊
後
守
の
連
名
で
書
を
四
函
公
使
に
婚
て
右
取
極
書
の
承
認
即
ち
批
准
を
な
し
て
居
る
が
、
四
囲
政
府
の
批
准
及
そ
れ
が
幕
府
に
達
し
た
時
日
は
明
か
で
な
い
、
米
園
ス
タ
ン
ノ
オ
ー
ド
大
學
ト
リ
ー
ト
教
授
の
小
舟
子
「下
闘
償
金
の
返
還
」
に
よ
れ
ば
償
金
第
一
回
の
支
抑
額
五
十
萬
ド
／
は
華
盛
頓
政
府
の
批
准
が
遅
れ
た
か
ら
千
八
百
六
十
六
年
四
月
、改
で
支
抑
は
な
く
と
も
ょ
い
の
を
、
日
本
で
は
千
八
百
六
十
五
年
八
月
第
一
回
の
支
抑
を
な
し
た
。
と
あ
る
。
千
八
百
六
十
六
年
四
月
は
慶
應
二
年
二
月
十
六
日
か
ら
二
月
十
六
日
ま
で
ゞ
、
千
八
百
六
十
五
年
八
月
は
慶
應
元
年
七
月
に
営
う
、
日
本
の
記
録
で
も
賃
際
七
月
朔
日
か
ら
十
日
に
亘
て
外
囲
本
行
日
村
肥
後
守
目
付
小
笠
原
刑
部
の
手
か
ら
横
渡
で
四
囲
公
使
へ
第
一
回
の
支
抑
を
交
附
し
て
居
る
、
且
慶
應
元
年
六
月
で
第
一
回
支
抑
の
期
限
が
さ
れ
る
こ
と
は
多
く
の
文
書
に
見
え
、
田
村
肥
後
守
等
は
幕
命
で
支
翔
に
就
て
六
月
末
か
ら
四
閉
公
彼
と
交
捗
し
て
居
る
が
、同
年
二
月
か
ら
二
月
に
亘
て
幕
府
は
長
州
庭
分
衛
決
せ
濃
の
を
名
と
し
て
償
金
支
抑
の
延
期
を
交
渉
し
、
公
使
等
は
交
、償
金
を
止
め
て
開
港
す
べ
さ
を
幕
府
に
勧
告
し
、幕
府
も
夏
心
之
を
望
み
な
が
ら
術
京
都
の
形
勢
士
民
の
不
卒
を
店
て
開
港
は
と
て
も
急
に
は
行
は
れ
濃
か
ら
償
金
を
抑
ム
外
途
な
さ
を
告
げ
て
居
る
。
元
年
四
月
朔
日
外
囲
本
行
柴
田
日
向
守
と
備
公
使
と
の
封
話
に
彿
政
府
が
延
期
を
諾
せ
る
こ
と
が
見
，
る
か
ら
、　
本や瑚
腰
障
↑
誹
婿
脚
料
を
六
月
と
い
去
期
限
も
篠
約
面
の
期
限
で
な
く
、
米
囲
を
除
ど
他
三
囲
の
取
極
書
の
批
准
は
元
年
は
じ
め
に
は
幕
府
に
達
し
た
と
し
て
も
、
米
囲
の
批
准
が
後
れ
た
と
し
た
ら
、
術
抑
は
な
く
と
も
よ
い
の
を
、
外
交
上
の
恕
”識
に
乏
し
か
下
踊
償
金
の
文
抑
に
就
て
（
波
遊
轍
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
下
開
債
金
の
文
扮
に
就
て
（
渡
老
戦
）
つ
た
か
ら
之
に
一栞
ぜ
ら
れ
た
こ
と
ヽ
思
は
れ
る
。
三
幕
府
は
か
く
て
第
一
回
の
支
抑
を
維
へ
た
の
で
第
二
回
は
九
月
中
、
第
三
回
は
十
二
月
中
と
な
る
、
し
か
も
疲
弊
せ
る
幕
府
は
到
底
負
捨
に
耐
え
な
い
の
で
第
一
回
の
支
抑
と
同
時
に
第
二
回
支
抑
を
明
年
六
月
ま
で
延
期
せ
た
こ
と
を
四
困
公
使
に
要
求
し
て
居
る
。
公
使
等
は
其
趣
を
本
田
政
府
に
通
じ
た
の
み
で
幕
府
の
要
求
は
容
れ
ら
れ
な
か
つ
た
ば
か
う
で
な
く
、
重
大
な
る
事
件
が
共
年
九
月
四
日
公
使
に
よ
つ
て
起
ま
れ
た
。
慶
雁
元
年
五
月
、
サ
ー
、　
ハ
ノ
ー
、
パ
ー
ク
ス
が
英
囲
全
雄
公
使
と
し
て
本
任
す
る
に
先
ち
、
英
囲
代
理
公
使
シ
イ
ン
チ
エ
ス
タ
ー
は
下
開
償
金
三
分
二
を
統
回
す
る
代
う
に
日
本
を
し
て
兵
涼
大
坂
を
速
に
開
か
し
む
る
こ
と
、
日
本
と
の
篠
約
は
指
軍
の
承
認
だ
け
で
は
不
十
分
抜
、
更
に
皇
帝
の
批
准
を
要
む
る
こ
と
、
及
開
校
の
近
減
に
就
て
主
張
せ
る
が
、
年
珊
期
金
こ
れ
皆
英
政
府
の
命
に
よ
る
こ
と
ヽ
信
ぜ
ら
る
。
パ
ー
ク
ス
の
家
る
に
及
び
、
是
等
の
主
張
に
就
て
積
極
的
行
動
に
出
で
ん
と
し
て
枚
を
窺
て
居
た
が
、
指
軍
家
茂
、
老
中
以
下
を
随
へ
て
大
坂
に
あ
う
江
戸
に
は
留
守
の
老
中
あ
る
の
み
だ
か
ら
、
彼
は
他
の
公
使
を
識
得
し
て
共
に
大
坂
に
赴
さ
兵
威
を
示
し
て
強
講
す
る
あ
ら
ん
と
し
た
。
九
月
十
二
日
郵
椰
キ
醐
彼
は
、「
下
開
償
金
二
回
目
の
支
抑
を
一
年
間
延
期
せ
ん
こ
と
を
請
へ
る
老
中
か
ら
英
囲
代
理
公
彼
へ
の
書
勤
に
つ
き
、
英
政
府
か
ら
の
命
令
を
急
に
行
は
ん
角
に
同
徳
と
共
に
最
述
な
る
手
段
と
し
て
大
君
と
共
に
あ
る
執
政
と
‐談
判
せ
ん
」
と
の
書
を
江
戸
の
老
中
に
贈
う
て
、
笠
十
三
日
キ
ト
月
睡
際
を
提
げ
て
横
渡
を
機
し
十
六
日
掃
海
に
入
つ
た
。
此
事
は
幕
末
見
上
の
怪
事
件
で
あ
る
が
、
下
開
償
金
支
沸
の
延
期
と
い
去
こ
と
が
パ
ー
ク
ス
等
を
し
て
観
海
に
進
入
せ
し
む
る
口
安
の
一
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
年
謙
邪
軸
報
時
に
指
軍
家
茂
は
長
州
事
件
奏
聞
の
角
に
京
都
に
あ
少
、
四
囲
軍
鵬
の
大
坂
に
入
港
し
た
と
聞
て
も
、
さ
ま
で
驚
く
様
子
も
な
か
っ
た
が
、
臨
坂
し
て
パ
ー
ク
ス
等
の
要
求
を
聞
く
に
及
び
て
、
笛
愕
措
く
庭
を
知
ら
ず
、
天
下
の
安
危
此
時
に
在
う
と
て
急
に
一
橋
合
津
の
二
侯
を
召
致
し
、
手
で
効
合
に
よ
る
阿
部
松
前
二
関
老
の
罷
免
、
指
軍
僻
職
東
婦
の
紛
握
と
な
う
、
約
牛
月
の
間
京
畿
地
方
の
波
開
高
文
、
か
く
て
得
た
も
の
は
篠
約
励
許
の
一
・事
の
み
で
開
港
の
こ
と
は
術
も
行
は
れ
ず
、
償
金
の
管
促
に
は
直
接
嫡
れ
な
か
つ
た
が
、
十
月
七
日
畑
服
叶
卜
に
老
中
松
卒
船
者
守
外
囲
奉
行
出
口
駿
河
守
が
、
兵
庫
で
パ
ー
ク
ス
等
に
篠
約
効
許
の
次
第
と
兵
庫
開
港
を
止
め
ら
れ
た
こ
と
を
告
ぐ
る
と
、
パ
ー
ク
ス
は
二
年
後
に
は
必
ず
開
く
、へ
き
港
を
媛
朝
Ｍ
離
球
雁
律
牲
一
少
し
期
を
早
め
て
今
開
か
ぼ
下
聞
償
金
二
百
高
弟
〓
分
」
支
沸
は
ず
し
て
可
な
ら
ん
に
と
勅
め
た
が
、
伯
脅
守
は
時
勢
術
開
港
に
適
せ
濃
か
ら
、
む
し
る
償
金
を
出
し
た
方
が
よ
い
、
第
二
回
の
支
抑
期
は
九
月
中
で
金
額
は
既
に
訓
へ
あ
る
か
ら
公
使
等
の
東
婦
を
待
て
渡
さ
う
と
当
へ
本
印
ク
同
時
に
伯
者
守
か
ら
四
囲
公
使
に
婚
つ
た
老
中
進
署
の
書
に
は
下
開
償
金
の
第
二
度
目
は
約
定
通
う
十
二
月
に
沸
は
う
、
統
改
方
の
儀
も
委
細
永
知
し
た
か
ら
江
戸
に
て
談
制
せ
ん
と
言
て
居
る
の
て
醐
脚
公
使
等
は
承
諾
し
て
八
日
に
兵
庫
を
退
帆
し
た
。
王
．
下
開
償
金
の
支
沸
に
就
て
（渡
邊
磁
》
下
臨
債
金
の
支
擁
に
就
て
ハ
渡
墓
穣
）
四
新
の
如
く
し
て
幕
府
は
下
闘
償
金
二
回
以
後
の
支
抑
を
延
期
す
る
事
が
出
家
ず
、
二
回
三
回
と
も
慶
應
元
年
申
に
支
排
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
併
し
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は
紛
握
の
中
に
過
き
た
の
で
交
渉
も
進
女
ず
、
十
月
二
十
八
日
在
府
の
老
中
水
野
和
泉
守
か
ら
四
囲
公
使
へ
の
書
街
に
「
下
閉
償
金
支
抑
の
こ
と
を
大
坂
表
か
ら
申
越
し
た
か
ら
再
度
の
分
は
既
に
渡
し
た
」
と
い
ひ
て
三
回
以
下
の
支
抑
を
兵
庫
開
港
ま
で
延
期
せ
ん
こ
と
を
要
あ
て
居
る
、
費
際
第
二
回
の
支
抑
を
了
し
た
の
は
十
一
月
二
十
二
日
で
、
そ
れ
ま
で
双
方
の
変
沙
あ
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
或
は
幕
府
で
支
抑
を
盛
言
し
て
準
備
中
だ
か
ら
公
使
等
も
獣
認
し
て
居
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
慶
應
元
年
十
一
月
二
十
二
日
は
西
暦
千
八
百
六
十
六
年
一
月
八
日
で
、
其
日
附
の
各
囲
公
使
の
償
金
二
回
目
の
受
領
書
は
我
記
録
に
見
ゆ
る
し
鍵
蔀
郷
踊
報
ト
ノ
ー
ト
教
授
は
一
ｉ
し
て
い
よ
。
償
金
の
支
沸
は
長
引
い
た
、
第
一
回
の
支
沸
か
ら
計
て
十
五
ケ
月
の
後
即
ち
千
八
百
六
十
六
年
十
二
月
一
日
陶
遊
許
持
主
師
が
最
後
の
支
沸
で
あ
る
べ
き
に
、
結
末
が
つ
く
ま
で
に
は
殆
ど
七
年
間
経
過
し
た
。
第
二
回
の
支
沸
は
千
八
百
六
十
六
年
一
月
八
日
一。雅
離
城
摯
沖
第
二
回
は
同
じ
く
五
月
十
六
日
唖
姫
難
に
年
に
行
は
れ
た
。
英
後
幕
府
は
残
る
三
回
の
支
沸
延
期
を
要
求
し
、
四
囲
は
六
月
二
十
五
日
的
媛
輩
一蔦
に
共
満
足
す
る
や
う
に
枕
則
が
低
減
せ
ら
れ
た
か
ら
院
で
之
を
承
諾
し
た
。
比
お
む
べ
き
改
正
税
律
が
日
本
を
し
て
千
八
百
九
十
四
年
ま
で
無
効
に
暗
ま
し
あ
・た
ｏ
年軸難
金
こ
れ
で
第
二
回
の
支
抑
は
分
明
し
た
が
、
さ
て
第
三
回
の
支
沸
で
あ
る
。
幕
府
は
四
囲
に
盛
明
し
た
や
う
に
十
二
月
中
に
支
抑
ム
積
う
で
あ
る
が
財
政
の
困
難
で
意
の
如
く
な
ら
な
い
、
そ
こ
で
安
づ
水
野
和
泉
守
の
延
期
要
求
と
な
つ
た
が
公
使
等
は
取
合
は
な
い
、
十
一
月
二
十
四
日
遊
触
老
中
松
不
伯
者
守
、
海
路
大
坂
か
ら
枝
滋
に
著
し
、
直
に
佛
公
使
ロ
ツ
シ
ユ
と
含
見
し
黎
二
十
四
日
パ
ー
ク
ス
と
倉
す
、
パ
ー
ク
ス
は
水
野
和
泉
守
の
書
が
其
意
を
律
ず
、
大
坂
の
約
定
を
横
滋
に
婦
る
と
直
に
違
去
や
う
な
こ
と
で
は
篠
理
立
た
ず
、
償
金
の
延
期
も
本
囲
政
府
に
俸
ム
る
こ
と
が
出
木
な
い
と
い
ひ
、
伯
者
守
は
和
泉
守
の
書
は
彼
れ
一
己
の
意
見
な
ら
ず
と
鶏
じ
、
第
三
回
の
償
金
五
十
高
弟
は
十
二
月
晦
日
限
う
渡
す
べ
き
や
う
誌
力
す
べ
き
も
、
財
政
極
め
て
困
難
の
際
だ
か
ら
確
と
は
講
合
ム
こ
と
が
出
木
な
い
と
い
ひ
、
パ
ー
ク
ス
は
十
二
月
晦
日
ま
で
に
い
よ
′
ヽ
五
十
高
弟
御
渡
し
あ
ら
ぼ
、
償
金
牛
分
は
済
む
わ
け
で
ぁ
る
と
い
つ
た
ば
か
う
含
兄
は
不
得
要
領
に
維
つ
た
。　
輸
磯
隊
鵠
朝
慰
燿
鶏
十
二
月
十
二
日
、
老
中
水
野
和
泉
守
、
松
卒
伯
者
守
．
若
年
寄
浦
美
兵
部
少
輔
、
勘
定
本
行
井
上
備
後
守
等
耕
御
翔
軸
神
報
敵
伊
媒
不
横
滋
に
赴
き
て
英
佛
雨
公
使
ど
談
制
し
て
償
金
の
延
期
を
得
ん
と
し
た
ヽ
．ハ
ー
ク
ス
は
日
本
政
府
は
勝
手
の
中
出
ば
か
う
し
て
居
る
、
自
分
の
職
務
は
篠
約
を
守
る
こ
と
で
篠
約
磨
起
の
雄
が
な
い
、
償
金
の
こ
と
も
本
囲
へ
申
途
る
こ
と
が
出
本
濃
と
言
放
つ
。
和
泉
守
等
は
償
金
の
内
二
十
高
弟
は
繰
合
せ
て
渡
す
べ
き
も
残
高
三
十
萬
舜
は
衆
年
三
月
ま
で
犯
深
あ
う
た
い
と
言
ム
、
．ハ
ー
タ
ス
は
外
囲
に
当
し
懇
親
を
表
せ
ら
る
ヽ
事
賃
あ
ら
ぼ
そ
の
廉
下
爾
債
金
の
文
勢
に
就
て
ハ
渡
遊
鞍
》　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
下
開
償
金
の
文
競
に
就
て
（
渡
避
轍
）
♪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
を
以
て
政
府
に
体
へ
ん
、
例
へ
ぼ
貨
竹
改
鋳
税
則
改
正
の
や
う
な
事
件
は
外
国
の
角
ば
か
う
で
な
く
日
本
の
角
だ
な
ど
上
の
よ
い
言
を
い
ム
、
結
局
此
時
も
有
耶
無
耶
に
准
つ
た
、
諏
姐
玖
し
か
し
幕
府
は
術
も
断
合
せ
ず
外
囲
本
行
等
を
し
て
公
使
と
折
衝
せ
し
め
、
途
に
十
二
月
二
十
八
日
に
至
て
第
三
回
支
抑
額
五
十
高
弗
は
慶
應
二
年
三
月
悔
日
ま
で
支
抑
を
延
期
せ
し
む
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
籍
韓
邪
瑚
報
か
く
て
漸
く
切
抜
け
得
て
二
年
四
月
に
第
二
回
を
支
抑
つ
た
次
第
で
あ
る
。
豹
巻
遺
稿
に
左
の
記
事
あ
う
少
し
長
け
れ
ど
引
用
す
。
陸
同
年
十
二
月
二
十
二
日
沌
俳
雁
勘
定
本
行
小
栗
上
野
介
管
や
に
於
て
窃
に
予
範
黎
神
勁
姫
肝
結
術
を
小
陰
に
招
３
戯
れ
牛
分
に
年
も
痛
く
押
詰
た
る
か
財
政
も
痛
く
押
詩
た
め
、
何
れ
に
て
か
五
十
西
国
程
引
分
一出
す
工
夫
は
あ
る
間
敷
哉
、
営
業
の
仕
抑
を
角
し
た
る
跡
は
文
久
鏡
二
十
四
肖
国
を
剰
し
あ
る
の
み
な
る
が
、
是
は
衣
泰
に
至
う
直
上
を
舶
れ
出
し
た
る
後
に
賣
う
出
せ
ぼ
五
十
高
田
に
成
る
故
夫
迄
何
と
敗
仕
方
は
無
き
著
敗
、
差
詰
め
の
庭
富
率
外
四
人
に
渡
す
下
開
償
企
第
一
期
渡
方
に
支
た
る
が
今
見
す
／
ヽ
墳
を
角
し
餞
を
貢
る
気
も
無
し
と
語
う
た
る
故
予
笑
ひ
な
か
ら
夫
は
異
安
ら
談
敗
ス
は
戯
言
か
と
問
た
る
に
、
上
野
答
へ
て
年
内
徐
日
な
し
何
ぞ
戯
言
の
暇
あ
ら
ん
や
予
再
び
答
へ
て
僕
別
に
工
夫
の
仕
方
無
け
れ
ど
唯
下
ノ
開
償
金
の
み
の
差
支
と
あ
ら
ぼ
衆
年
三
月
迄
に
延
ベ
衆
三
月
に
至
ら
ぼ
再
び
六
月
に
順
延
す
べ
き
腹
案
な
さ
に
あ
ら
ず
兄
長
に
窮
迫
せ
は
予
今
よ
う
其
策
に
取
掛
ら
ん
、
上
野
愁
眉
乍
ら
開
け
嫉
然
と
し
て
大
笑
し
妙
々
其
策
果
し
て
成
ら
ぼ
予
は
大
手
を
振
て
新
年
を
辺
へ
ん
と
時
直
に
同
行
し
て
用
部
屋
に
至
う
老
中
永
野
和
泉
守
に
申
し
た
る
に
和
泉
守
も
大
に
喜
び
至
極
然
る
可
し
と
有
め
た
れ
ば
町
横
資
に
至
う
て
批
づ
米
囲
代
理
公
使
ホ
／
ト
メ
ン
の
許
に
到
う
面
含
を
話
ひ
囀
次
に
曰
く
附
下
開
償
金
一
條
最
早
第
一
回
の
期
限
に
迫
う
し
が
水
知
の
如
く
此
償
金
は
四
囲
軍
艦
費
と
下
開
市
街
を
峰
抑
は
さ
う
し
行
め
に
出
す
所
に
し
て
我
か
政
府
能
く
長
藩
の
事
を
庭
置
す
る
に
於
て
は
元
よ
う
債
る
に
及
は
さ
る
可
き
約
定
な
う
扱
英
庭
置
の
順
序
は
囲
内
の
都
合
も
あ
う
て
是
迄
遅
廷
に
及
パ
と
難
も
大
君
既
に
共
の
角
め
京
師
に
あ
う
目
今
専
ら
着
手
中
な
る
事
は
制
然
た
れ
ば
此
期
は
償
金
を
渡
さ
ず
延
べ
て
本
二
月
に
至
少
猫
ほ
依
然
た
る
棋
様
な
ら
ば
共
時
に
到
う
仕
沸
ム
可
し
と
思
ム
貴
君
は
英
事
を
以
て
理
に
営
れ
う
と
す
る
や
如
何
仲
去
て
英
錯
に
到
う
公
使
に
面
し
て
識
く
事
米
錯
に
往
き
し
時
の
如
く
す
れ
ど
中
々
受
付
す
日
角
泡
を
吹
て
我
か
不
信
負
期
を
罵
吉
す
暇
忽
ち
一
小
官
奥
よ
う
本
う
公
使
を
呼
て
入
ら
し
む
是
蓋
し
本
／
ト
メ
ン
の
水
め
て
密
話
せ
し
な
う
岡
あ
う
て
公
使
再
び
出
本
少
前
に
は
似
ず
温
顔
に
て
中
込
の
通
う
本
三
月
迄
延
期
す
べ
し
と
答
へ
た
れ
ぼ
近
頃
添
な
し
と
謝
し
、
去
う
て
仲
蘭
二
公
彼
に
至
Ｄ
一
通
う
前
の
如
く
述
べ
英
米
二
囲
擁
に
予
が
請
に
雁
せ
う
と
云
た
る
に
何
れ
も
違
言
な
か
う
け
れ
ば
江
戸
に
艦
一ぅ
報
ず
る
に
及
て
上
野
大
に
撫
掌
戯
喫
し
共
に
和
泉
守
に
面
し
て
其
労
を
慰
し
力
少
魯
隠
自
分
は
は
じ
め
此
文
を
譲
で
大
に
疑
つ
た
、
否
今
で
も
全
部
は
信
じ
な
い
、
第
一
期
の
渡
方
云
々
か
ら
既
に
訳
て
居
る
し
、
俊
敏
な
る
小
某
上
野
が
年
末
に
迫
て
居
る
二
十
二
日
に
か
ヽ
る
言
あ
る
は
賛
に
可
突
し
い
、
ま
た
安
藝
守
は
そ
れ
よ
う
十
日
以
前
に
は
水
野
松
李
の
二
拷
申
に
随
て
横
渡
に
赴
さ
談
例
に
も
列
し
た
こ
と
ヽ
思
は
る
ヽ
に
、
旬
日
下
部
賃
金
の
文
競
に
就
て
ハ
波
老
歌
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
下
踊
賃
金
の
文
擁
に
就
て
（
波
遂
磁
〕
一
〇
の
後
に
無
造
作
に
新
る
議
を
殺
し
如
何
に
も
無
造
作
に
成
功
し
て
居
る
、
言
は
ゞ
「
談
何
ぞ
容
易
な
る
や
」
で
あ
る
。
併
し
事
賃
に
於
て
は
、
外
囲
奉
行
と
各
閉
公
使
と
の
交
渉
に
よ
つ
て
第
三
回
支
抑
は
、
前
記
の
如
く
十
二
月
期
限
を
二
年
三
月
悔
日
☆
で
延
ぼ
す
こ
と
が
出
本
、
十
二
月
二
十
八
日
付
に
て
か
栗
上
野
介
と
栗
本
安
塾
守
運
名
の
護
書
を
四
囲
に
出
し
て
居
る
の
で
鵠
幹
邸
軸
報
廷
期
談
制
に
安
塾
守
の
力
あ
る
に
相
違
な
い
が
抱
巻
遺
稿
の
記
事
は
た
ゞ
投
分
誇
大
し
た
や
う
に
思
は
れ
る
。
王
幕
府
は
第
三
回
の
償
金
支
抑
に
先
ち
慶
應
二
年
二
月
二
十
九
日
老
中
連
署
の
書
を
四
囲
公
使
に
婚
て
、
長
州
事
件
に
つ
３
軍
費
真
大
な
る
を
理
由
と
し
て
四
回
目
以
後
の
支
抑
延
期
を
要
求
し
て
居
る
、
之
に
つ
き
公
彼
等
は
多
大
の
同
情
を
幕
府
に
示
し
て
居
な
も
の
ヽ
、
此
頃
幕
府
が
続
須
賀
造
舶
所
の
設
備
に
多
大
の
費
を
要
せ
る
を
見
て
、
綻
祉
貌
“
数
弥
譲
辞
穣
麻
監
吹
の
功
償
金
以
上
の
費
を
軍
備
に
要
し
な
が
ら
償
金
を
忽
に
す
る
は
不
可
だ
と
パ
ー
ク
ス
は
読
て
居
る
、
幕
府
は
ま
た
苦
夏
を
逃
べ
て
税
則
改
正
に
よ
う
て
既
に
外
囲
の
便
を
固
つ
た
こ
と
か
ら
、
軍
備
の
必
要
と
造
熟
所
の
費
用
は
一
時
に
要
す
る
の
で
な
い
こ
と
、
指
軍
以
下
久
し
く
大
坂
に
絆
留
し
て
費
用
決
算
の
十
借
せ
し
こ
と
な
ど
を
告
げ
て
癖
解
に
勉
め
て
居
る
の慶
離
∝
部
紅
Ｗ
緋
侍
舗
蔀
郷
鍵
幾
結
局
ト
ノ
ー
ト
教
授
の
言
の
如
く
比
年
五
月
統
則
改
正
の
賃
が
翠
つ
て
各
園
と
も
に
赫
足
し
た
か
ら
自
然
償
金
の
支
排
延
期
は
容
囲
の
承
認
す
る
庭
と
な
つ
た
。
↓
新
く
幕
府
は
外
交
問
題
に
苦
し
あ
ら
れ
、
内
で
は
征
長
軍
振
は
ず
、
七
月
賠
軍
家
茂
窮
去
、
事
で
慶
喜
の
契
職
と
な
め
、
十
二
月
に
は
孝
明
天
皇
崩
御
、
不
幸
績
さ
に
年
を
遺
て
慶
應
三
年
と
な
る
。
其
正
月
か
ら
二
月
に
亘
て
、
ま
た
も
四
函
公
使
か
ら
下
踊
償
企
の
督
促
が
本
た
、
公
使
等
の
主
張
は
日
本
政
府
の
財
政
困
難
を
知
て
四
回
以
後
は
延
期
し
た
け
れ
ど
も
、
第
三
回
を
受
取
て
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
か
ら
最
早
待
つ
こ
と
が
出
衆
な
い
、
其
間
日
本
で
は
海
陸
軍
に
牧
入
を
費
し
な
が
ら
、
約
束
せ
し
償
金
を
沸
は
浪
の
は
不
都
合
で
あ
る
、
慶
額
は
西
洋
の
五
月
十
五
日
到
跡
十
八
月
十
五
日
核
切
に
十
一
月
十
五
日
卦
開
を
期
し
て
三
回
に
抑
は
れ
た
い
と
言
ふ
に
あ
る
】
四
月
幕
府
は
之
に
封
し
て
夏
に
延
期
を
求
め
、
大
几
一
ケ
年
以
内
に
は
調
達
す
べ
き
意
あ
る
も
、
其
時
と
な
つ
て
一史
に
延
期
を
請
ム
や
う
な
ら
ぼ
不
快
で
あ
る
か
ら
、
撫
高
皆
潜
は
今
か
ら
ニ
ケ
年
を
期
し
た
い
、
尤
も
利
子
は
支
翔
ム
と
封
て
居
る
。略
陥
難
路
導
　
こ
れ
一以
後
の
幕
府
側
の
書
類
は
ま
だ
見
な
い
が
、要
す
る
に
此
年
、政
機
急
に
動
て
十
月
十
四
日
の
指
軍
慶
喜
の
政
権
本
逃
と
な
り
、
十
二
月
九
日
王
攻
復
古
の
大
統
令
と
な
る
。
見
る
べ
し
、
下
開
償
金
の
誉
促
は
幕
府
の
最
後
ま
で
績
き
、
幕
府
で
は
三
回
分
百
五
十
高
弟
を
支
排
つ
た
だ
け
で
、
あ
と
は
督
促
を
う
け
な
が
ら
支
帥
ひ
得
ず
し
て
明
治
政
府
に
委
し
た
詳
で
あ
る
。
一ハ
夏
に
比
不
芹
な
償
金
を
四
ケ
園
が
如
何
に
分
配
し
た
か
と
見
る
に
、
英
公
使
オ
／
〓
ツ
ク
米
代
理
公
使
メ
ラ
イ
ン
下
雨
償
金
の
支
扮
に
就
て
（渡
遂
轍
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
下
開
償
金
の
文
端
に
就
て
（
波
逃
破
》
一
二
は
下
開
砲
撃
に
従
事
し
た
四
因
軍
勢
の
剣
合
で
配
分
す
べ
き
を
唱
へ
、
体
公
彼
ロ
ッ
シ
ユ
は
配
分
に
は
道
徳
的
に
考
店
す
べ
さ
を
読
い
た
。
季
で
英
囲
外
務
大
臣
伯
ク
ラ
レ
ン
ト
ン
が
四
聞
間
の
道
徳
的
兄
地
か
ら
使
金
は
等
分
す
べ
さ
を
主
張
し
た
の
で
他
の
三
四
も
無
論
こ
れ
に
同
意
し
た
。
さ
れ
ぼ
軍
勢
の
多
寡
か
ら
言
へ
ぼ
≡
英
は
得
る
と
こ
ス
最
も
少
く
米
は
最
も
多
く
得
る
こ
と
ヽ
な
る
。
新
く
さ
ま
つ
た
も
の
ヽ
、
更
に
四
囲
令
議
の
結
果
、
米
俳
蘭
の
三
園
は
一
八
六
三
年
（
文
久
三
年
）
に
下
開
で
砲
撃
せ
ら
れ
た
嬉
使
の
意
味
で
債
金
の
中
か
ら
ま
づ
十
四
西
弗
づ
ヽ
を
受
取
る
こ
と
ヽ
な
つ
た
。
十
四
西
工外
と
い
ふ
額
は
一
八
六
四
年
（
元
治
元
年
）
に
一
且
締
結
せ
ら
れ
た
日
俳
篠
約
、ω印
ち
幕
末
史
上
有
名
な
巳
里
の
履
約
の
期
定
を
共
ま
ヽ
誠
に
採
用
し
た
次
第
で
あ
る
。
期
て
償
金
の
分
配
額
は
三
百
肖
弗
の
う
ち
か
ら
、
三
囲
へ
各
十
四
西
弗
づ
ヽ
を
差
引
い
た
残
額
を
四
等
分
す
る
こ
と
ヽ
な
う
、
英
園
は
六
十
四
苗
五
千
弟
を
得
、
他
の
三
囲
は
各
七
十
八
出
五
千
弟
を
得
る
こ
と
ヽ
な
Ｑ
た
。
七
下
開
彼
金
の
第
三
回
分
を
支
跡
つ
た
慶
謄
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
は
、
日
本
囲
内
安
に
多
事
、
徳
川
幕
府
は
最
大
受
難
の
秋
で
あ
つ
た
。
指
軍
慶
事
の
政
槌
本
送
か
ら
、
王
政
復
古
の
駿
令
、
朝
廷
の
政
愛
と
な
う
ヽ
事
で
成
度
の
戦
飢
と
な
つ
た
。
明
治
政
府
は
徳
川
幕
府
と
話
外
囲
と
の
篠
約
を
英
徳
引
権
い
た
の
で
、
下
開
役
金
木
抑
の
牛
額
も
同
じ
く
明
治
政
折
に
引
権
か
れ
た
、
併
し
新
政
府
と
四
囲
と
の
交
捗
に
よ
う
四
囲
は
茶
と
生
糸
と
の
開
枕
が
廉
か
つ
た
容
め
、
債
金
支
抑
は
一
八
七
二
年
五
月
十
五
日
瑚
賄
妊
昨
ま
で
延
期
す
る
」
と
と
永
譜
し
た
。
時
正
に
明
治
政
府
草
創
の
際
で
、
諸
方
面
の
改
革
あ
う
財
政
は
特
に
秀
を
持
く
る
時
で
あ
つ
た
か
ら
、
英
公
使
パ
ー
ク
ス
は
日
本
政
府
に
当
し
、
外
人
に
何
か
特
雄
を
典
へ
て
使
金
左
部
の
免
除
を
申
出
た
け
れ
ど
も
、
我
政
府
は
之
を
垣
紀
し
た
。
此
時
既
に
北
米
谷
衆
囲
で
は
下
開
償
金
に
開
し
て
他
の
三
囲
と
歩
調
を
異
に
し
て
居
る
、
谷
衆
囲
の
興
論
は
日
本
の
政
塑
―
一
八
六
八
年
剃
鮎
―
の
頃
か
ら
下
開
償
金
は
不
係
理
な
も
の
で
あ
少
、
未
抑
残
部
は
回
よ
う
巳
に
受
取
つ
た
分
も
、
日
本
へ
返
遠
す
べ
き
で
あ
る
と
ふ
ム
論
が
浙
次
陸
に
な
つ
て
本
た
。
そ
こ
で
谷
衆
囲
は
下
開
償
金
の
支
抑
を
日
本
に
軽
要
し
な
か
つ
た
の
で
日
本
政
府
も
谷
衆
囲
と
他
の
三
囲
と
に
封
し
て
支
抑
を
個
々
に
し
た
ら
し
い
。
キ
リ
ー
ト
教
授
に
よ
る
と
日
本
は
金
を
借
め
て
一
八
七
四
年
二
月
的
朗
治
米
囲
を
除
さ
他
の
三
囲
に
第
四
回
分
を
、
五
月
第
五
回
分
を
支
抑
つ
た
、
谷
衆
囲
は
日
本
に
醸
要
し
な
か
つ
た
か
ら
支
抑
を
受
け
な
か
つ
た
が
公
使
秘
著
官
ノ
イ
ッ
シ
ユ
は
公
使
ビ
ン
ガ
ム
に
日
本
は
他
囲
に
支
排
つ
た
か
ら
米
国
に
封
し
て
も
義
務
を
素
す
、へ
ど
こ
と
を
告
げ
た
、
そ
れ
で
六
月
に
日
本
は
米
公
使
に
二
十
五
苗
弗
を
支
抑
つ
た
。
最
後
の
支
抑
は
八
月
四
日
に
行
は
れ
、
其
日
英
公
彼
パ
ー
ク
ス
か
ら
米
囲
の
分
を
交
付
し
た
。
と
あ
る
。
自
分
は
日
本
の
主
料
を
見
る
機
含
が
な
か
つ
た
の
は
盛
念
で
あ
る
が
ぃ
こ
れ
で
永
年
の
下
開
債
金
問
題
も
落
著
し
ゎ
こ
れ
で
英
俳
蘭
と
の
債
金
問
題
は
一
切
解
決
し
た
が
、
た
ゞ
残
る
の
は
米
囲
と
の
問
題
で
あ
る
。
下
開
償
金
の
文
擁
に
就
て
（
波
逃
敷
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓一
!・■～
下
閉
債
金
の
文
擁
に
就
て
（
波
邊
敏
）
一
四
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
米
囲
の
輿
論
は
流
石
に
下
開
償
金
の
不
篠
理
な
る
を
理
解
し
且
自
省
し
た
。
前
記
の
如
く
償
金
返
遠
論
も
一
八
六
八
年
瑚
鮪
質
か
ら
起
て
居
る
が
、
之
を
他
に
流
用
せ
ん
と
の
論
も
相
営
多
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
議
含
は
こ
れ
に
同
意
せ
ず
し
て
偵
金
で
囲
債
を
購
入
し
て
置
い
た
か
ら
利
子
は
年
々
殖
え
る
ぼ
か
う
で
あ
つ
た
。
抗
返
逮
論
が
議
案
と
し
て
議
含
に
裸
一出
せ
ら
る
ヽ
ま
で
に
相
音
の
年
月
を
要
し
た
の
は
法
律
上
の
形
式
と
、
議
員
等
が
興
味
を
以
て
比
問
題
を
況
た
か
ら
で
あ
る
。
新
て
一
八
七
二
年
剥
輪
に
米
囲
下
院
は
爾
後
の
償
金
支
排
の
不
要
な
る
こ
と
を
議
決
し
、　
一
八
七
六
年
翔
鮎
に
は
上
院
は
六
十
四
萬
五
十
四
弟
を
砲
馳
額
日
本
へ
返
遠
す
、へ
魯
こ
と
を
議
決
し
た
。
此
前
後
米
囲
政
府
は
日
本
政
府
に
封
し
て
下
開
債
金
を
返
逮
す
る
か
ら
教
育
費
に
克
て
ヽ
貰
ひ
た
い
と
交
渉
し
た
け
れ
ど
こ
れ
は
捗
々
し
く
進
ま
な
か
つ
た
、
術
帥
親
鋒
鬼
一
八
八
一
年
期
鮎
十
米
囲
上
院
は
償
金
の
元
利
合
し
て
百
四
十
六
高
三
千
二
百
二
十
四
弟
を
日
本
に
遺
す
こ
と
を
議
決
し
、
空
午
下
院
も
同
案
を
議
決
し
た
が
額
は
始
上
つ
て
居
る
。
併
し
利
子
ま
で
も
遠
す
必
要
が
な
い
と
の
論
も
あ
り
、
ま
た
償
金
の
一
部
を
賞
血
官
十
し
て
フ
イ
オ
ミく六
ン
グ
キ明
の
水
兵
及
知
キ
ア
ン
に
孝
乗
し
て
徒
軍
し
た
デ
エ
ー
ム
ス
タ
ク
／
の
水
兵
等
に
分
配
し
た
い
と
の
論
も
あ
つ
た
、　
一
八
八
二
年
到
軸
十
に
下
院
が
償
金
返
還
を
議
決
し
た
時
、
上
院
は
前
年
の
意
見
と
通
て
之
を
承
認
し
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
笠
一
八
八
三
年
期
輪
十
両
院
の
意
見
一
致
し
日
本
へ
の
返
遺
は
利
子
を
含
セ
ず
し
て
北
十
八
高
五
千
弗
八
十
七
仙
と
決
し
た
。
七
．！！！一！！
！！！！！！！！．！一！！
一
！
！！
！
！！！一一！
！
！ｉ！！
！！！
！一！
！
！　
　
！
！一
！
！！
．十
忘
苺
！予
千
弟
は
米
囲
が
酎
本
か
ら
受
取
つ
た
下
開
償
金
全
部
で
、
八
十
七
仙
を
付
し
た
の
は
何
の
意
味
か
わ
か
ら
な
い
、
た
ゞ
偶
然
か
ら
決
定
し
た
と
見
る
べ
き
で
ぁ
る
。
共
他
米
政
府
は
十
四
高
弟
を
前
記
二
艦
の
水
兵
に
分
興
し
た
の
で
総
支
出
は
九
十
三
高
五
千
弟
八
十
七
仙
と
な
る
、
併
し
此
年
ま
で
据
置
つ
た
償
金
は
蓄
参
と
現
金
と
で
百
八
十
三
高
九
千
五
百
三
十
三
弗
九
十
九
仙
と
な
っ
て
居
る
の
で
、
命
残
額
九
十
一
高
四
千
五
百
三
十
三
弗
十
二
仙
を
存
す
る
詳
で
あ
る
。
斯
て
園
務
郊
秘
書
官
ノ
ン
ブ
／
ダ
ー
セ
ン
は
直
に
在
東
京
合
衆
囲
公
使
ビ
ン
ガ
ム
ヘ
祭
番
手
形
を
途
め
、
ビ
ン
ガ
ム
か
ら
囲
際
儀
薩
の
交
換
の
後
、
日
本
外
務
卿
井
上
馨
へ
手
交
せ
ら
れ
た
、
時
は
一
八
八
三
年
期
朝
十
四
月
二
十
三
日
で
あ
る
。
井
上
外
務
卿
は
一直
に
戚
謝
状
を
米
公
使
に
途
う
、
日
本
政
府
は
米
囲
の
好
意
を
永
久
に
紀
念
せ
ん
角
に
下
開
償
金
返
還
さ
れ
た
下
開
償
金
で
横
浜
港
の
防
波
堤
を
築
い
た
。
の
導
遍
九
以
上
で
下
開
償
金
に
開
す
る
小
研
究
は
ほ
ゞ
講
き
た
、
他
日
明
治
以
後
の
日
本
側
の
見
料
を
見
る
を
得
た
ら
多
少
補
去
と
こ
ろ
も
あ
ら
う
。
下
開
償
金
は
戦
敗
問
に
課
す
る
償
金
又
は
損
善
賠
償
の
意
味
の
そ
れ
と
は
性
質
を
異
に
し
全
く
取
ら
な
く
と
も
よ
い
も
の
で
あ
る
が
、四
囲
は
徳
川
幕
府
の
霧
難
を
見
抜
て
居
る
の
で
ぉ額
を
も
膨
大
と
し
て
之
に
追
う
、
抑
は
な
け
れ
ば
開
港
せ
よ
と
い
ム
、
幕
府
は
開
港
を
欲
し
な
が
ら
輿
論
の
反
封
を
恐
れ
て
、
む
し
ん
横
金
一
五
下
開
償
金
の
文
昴
に
就
て
（渡
遂
蛾
）
下
開
償
金
の
文
排
に
就
て
（
渡
遂
磁
）
一
六
を
出
す
方
を
澤
ぶ
と
い
ム
有
族
で
、
強
者
の
不
法
と
力
者
の
悲
哀
か
を
暴
露
し
て
居
る
。
た
ゞ
後
年
の
米
園
は
好
意
は
日
本
の
威
謝
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ト
ノ
ー
ト
教
授
は
「
日
本
が
好
意
を
紀
合
し
た
事
業
よ
う
も
善
い
事
を
行
し
た
の
は
、
同
年
に
朝
鮮
か
ら
受
取
る
べ
き
五
十
五
高
国
の
償
金
の
う
ち
四
十
苗
国
を
教
育
岩
肩
充
つ
る
保
件
で
朝
鮮
に
還
し
た
こ
と
で
あ
る
」
と
言
て
居
る
、
或
は
比
事
も
米
囲
の
刺
戦
か
ら
本
た
と
言
へ
る
か
も
知
れ
な
い
。
註
（
一
）
来
肥
円
〓
】〓
津
ｏ
の
損
害
賂
償
と
し
て
幕
府
な
一
高
一
千
二
百
舜
を
勢
て
居
る
、
（
日
Ｓ
丹
●
↑官
■
乳
こ
居
∽
工
Ｓ
ｇ
ｏ
め
津
一
Ｊ
魯
臣
ユ
”曽
口
】
や
Ｐ承
ｏ
Ｆ
】
ダ
・ｏ
ユ
》
併
囲
な
一
高
弟
を
要
求
し
て
居
る
（
井
野
逃
茂
雄
氏
著
幕
末
史
概
読
》
（
二
）
弓
【ぷ
丹
豊
ｏ
中Ｆ
Ｏ
ヽ
こ
こ
の
一
日
】
さ
費
】汗
【
】
日
島
ｏ
日
ユ
一】
〕
コ
ｏ
●
ユ
β
庁
島
，
ｏ
日
弓
】】
ｏ
由
ｃ
・
】
ｐ
ユ
ｏ
ヽ
コ
ｐ
ｏ
ｏ
し
ｏ
く
Ｌ
せ
）巨
ｏ
Ｆ
干
下
開
償
金
事
件
。
（
米
人
ハ
ウ
ス
著
。し
（
古
一
》
増
クす
ｏ
【
」
】
“
↑
　
」
再
∽
一
や
ゴ
Ｅ
Ｏ
ｇ
ｒ
　
（）
ら
韓
敬
ｏ
ｏ
ヽ
ｏ
Ｏ
Ｏ
　
ヨ
「ｐ
∽
　
臣
Ｏ
↑
　
常
Ｅ
ｏ
　
Ｓ
Ｆ
↑
】
】
命
０
日
「
命
Ｅ
↑
【
Ｃ
Ｄ
　
【
Ｆ
　
宅
【
つ
の
，
Ｈ
臣
∝
↑
Ｏ
Ｓ
）
げ
宮
↑
　
す
す
ｏ
　
一】
ゃ
ヽ
第
厚
ｏ
り
ｏ
　
庫
】
０
毎
Ｏ
∽
≡
臣
ｏ
野
ｏ
わ
つ
メ
，　
用
戸
↑
ヒ
〕
日
～
↑】
》
・
＞
〕
，
と
　ヽ
ド
∽
ｏ
命
】
ぎ
①
Ｏ
騨
宮
い
０
　
一
す
Ｏ
　
島
ｏ
申
申
「
　
【
中
　
破
ｏ
（
宮
】
≡
】
い
　
〕Ｓ
ｉ
、
中
ｏ
Ｐ
二
Ｃ
，
Ｏ
ヽ
一
Ｆ
６
己
″
Ｌ
，
　
由
Ｊ
付
　
ヽ
伊
】
一〕
思
】二
【
厚
　
伊
宮
い
宮
ひ
↑
】
ド
∽
〇
一尊
】
（
Ｏ
ｒ
Ｏ
　
刃
ユ
宮
，
　
ｏ
ヽ
一
】
思
〈
四
》
貨
常
政
鎌
の
事
な
早
く
か
ら
一
問
題
と
な
り
松
不
伯
老
守
天
師
の
際
に
償
金
延
期
に
就
て
貨
幣
製
造
器
械
を
難
入
し
て
新
貨
弊
を
製
造
す
べ
く
器
械
な
佛
囲
に
注
文
し
て
あ
る
。
（五）約抑拙中一時】中輸存嚇時却梅わ』鞠中晦↓キ蜘約日せれい時串け中
」キ中嘘や】キ時の轍鞠峰輸諭中徐勢韓駒唯峰中
詔
せ
ず
四
て
巴
里
の
産
約
と
補
せ
ら
る
ヽ
其
う
ち
に
「
長
州
藩
が
れ
十
四
高
弟
の
役
金
を
競
ふ
べ
し
」
と
あ
る
。
全
ハ
》
文
久
三
年
商
無
の
池
撃
せ
ら
れ
た
報
復
と
し
て
下
閑
絶
撃
し
た
米
国
軍
艦
。
（
七
〕
元
活
元
年
四
国
鑑
際
の
〕
艦
ゼ
し
て
下
掬
砲
準
に
参
洲
し
た
米
艦
。
（
八
）
明
治
十
二
年
七
月
朝
鮮
事
菱
に
よ
り
入
月
済
物
前
係
約
締
ば
れ
は
金
五
十
五
嵐
間
を
朝
鮮
か
ら
抑
ふ
こ
と
、
な
つ
た
、
其
う
ち
門
十
高
岡
を
遥
附
し
た
こ
と
を
言
ふ
。
下
降
横
金
の
支
排
に
抗
い
て
（
波
遊
歌
）
一
七
